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序

一 都市環境問題検討の

昭和48年＜1973年＞後半から49年＜1974年＞前半

にかけてのオイルショックが日本経済を直撃し，

大きなダメージを与えるまでは日本は自他共に経

済大国として認められた国であり，現在のように

陰うつな事態がやってくるとは考えても見ない人

が多かったのではなかろうか。一般的には個人収

入や貯蓄がふえ，カラーテレビをはじめとする家

電製品の所有率が生活のバロメーター化し，いさ

さか便利になったとも思える物質文化の浸透が進

行していた。

空にはマッハ１を超えるジェット機が飛び交い，

陸には時速200km の東海道新幹線が疾走する。商

店，デパート，スーパーマーケットはところ狭し

とばかりさまざまな商品に色どられ，一見，まこ

とに豊かな現代社会のディスプレーである。

昭和39年＜1964＞年の国際オリンピック，昭和45

年＜1970年＞の万国博，そし てまた 昭和50 年

＜1975年＞の沖繩海洋博と，日本の国力，財力を

誇示，謳歌するかのような行事が次々に開催，計

画されている。

へきれき
そこへ青天の露震ともいうべきパニックの到来で

あった。ジャーナリズムの気違いじみた騒ぎも手

伝って我が国では約半年間，官民挙げていわばお

先まっくらな不安と焦燥の日々を過した のであ

る。このオイルショックはもちろん日本のみなら

ず工業生産性の高い諸国にも同様な打撃を与 え

た。資源を政治取引の道具とする産油国の作戦は

まんまと図に当ったわけである。

このような事態は日本の石油資本を含む国際資本

によって演出，操作されたのではないか，という

臆測が巷間に根強くささやかれ，また1973年の初

め頃米国が打ち出したエネルギー危機回避キャン

前提としてｰ
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ペーンなど乱 いわゆるメージャーが仕組んだ国

際的謀略の疑窓をもたれてはいるか，現実にもう

我々は打撃を受けてしまった。

なぜ，このようなことを冒頭に述べなければいけ

ないか。それは経済問題の専門家ならずとも知っ

ている日本の経済体質を再認識する必要かおるか

らである。これまで，日本経済は加工生産型産業

の拡大によって飛躍的に発展し，その製品はまた

たく間に世界市場を席捲した。

そして，生産第一主義の産業機構が公害という環

境破壊と引きかえに獲得した多くの外貨が蓄積さ

れ，やがて経済大国としての評価を受けるに至っ

たのである。

しかし，このような発展の裏面で何が起こってい

ただろうか。先ず，狭いが美しく清らかだった国

土が広範囲に汚染された。次には，おびただしい

商品の流通によって加速された物質文化が人の精

神をスポイルした。使い棄て産業が始末の悪いご

みの排出を助長し，一方，ディスカバー・ジャパ

ンなるキャッチフレーズを掲げた旅行業者の宣伝

に乗った人たちが日本国中の観光地を かけめぐ

り，樹木を手折り，貴重な植物を失敬し，あとに

ごみだけを残して行った。

さらに，勤労者の収入増，銀行預金のだぶつきに

よる住宅ロ―ンの拡大が中産階級の住宅所有欲を

刺激し，間に立った不動産業者が，上地建物の周

旋でぼろもうけをしたまではよいが，その結果，

都市近郊でかけがえのない自然を残した山林，丘

陵，田畑，きれいな小川などのほとんどが，デベ

ロッパーの名を騙るギャングどもの手によって，

あっというまにブルドーザーで削り取られ，均さ

れ，ニュータウンと称する新興住宅地に化けてし

まったのである。

そして，近代的といわれるそれらの住宅 の多く

は，中央式暖冷房設備，新式な生活設備をはじめ

とするさまざまなエネルギー機器によって装備さ

れた。

住宅設備機器の最大のマーケットは集合住宅であ

り，新しいものほどエネルギー多消費型に作ら れ

ていた。そして，既存の古い住宅に対しても余勢

を駆った売り込みがますますさかんに続けられて

いることは，毎日の新聞広告などに見られるとこ

ろである。

一方，エネルギー欠乏症という休質を宿命的に負

って，高価格エネルギーを購人しなければ成り立

たない産業に支えられた日本の経済は，頭脳だけ

はどうやら人並でも，虚弱体質の人問が，高い栄

養剤を常用していないと，すくにも参 っ てし ま

うといった状況に近いのである。

しかし，資源やエネルギー脂足の問題は地球全休

として見たとき，さらに深刻でもある。

地球的立場で各国のコンセンサスが得られず，ま

，た人類としての統一的方向がまだ固まっていない

現在では，各国がそれぞれの立場でこの問題の解

決法を考えて行くはかないであろう。

いずれにしても，日本がおかれている状況は内外

ともにきわめて深刻であり，あいまいな国家的政

策目標が国民の大多数をリ ードできる内容と説得

力に欠けている以上，環境やエネルギー問題は国

民あるいは市民１人，1 人のレベルからとらえて

行かなければどうにもならないのではないか，と

いうことを先ず提言しておきたい。それ以外に我

々自身，ひいては日本を守れる方法があるだろう

か。

２ ―近代都市について

皮肉ないい方をすれば，我々の身近の近代都市と

いうのは高度に機能化され高密度化された空間で

あり，その中で息のつまるような生活を強いる場

である。久しぶりに古都を訪ねだりするおりにほ
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っとする思いは，我々が失なってしまった人間的

感触をそこで得られるからであろう。

都市問題を論じていると，よく外国のすぐれた都

市計画が話題となる。しかし，それが ナマの形

で，我が国の場合に準用されることはまずない。

にもかかわらず，我々は話をききながら，また時

には自分自身の目で確かめながら，やはり憧憬の

思いをいだくのである。

さて，現代のように複雑多岐な社会要因が錯綜し

ている状況の中で，次々に提案されてきた卓抜な

都市計画手法に対しては敬意を表しているもので

あるが，在来の計画の多くに重要な問題が軽視さ

れていたような気がする。それは，環境の質的偏

在つまり環境格差を容認した上で人，施設等のは

りつけが考えられていたのではないかということ

である。もっとも単純な一つの問題，すなわち，

あらゆる人間は，後述する等価変換をも考慮に入

れて同レベルの質の環境に生存できる機会を均等

に与えられる，という命題である。これを解決す

る姿勢，また解決の可能性がなければ，その計画

は無意味であるといってよい。もしそうでなけれ

ば，多くの人々が同じ意識レベルで共通の環境問

題を考えることができなくなるからである。

ところでもし，都市という集積機能が経済効果を

主眼として計画されると，利便性，効定性，生産

性などに重点が置かれる結果，物理的サイドに偏

り過ぎて，心理的には逃げ場のない都市環境が構

成されてしまうおそれがある。このような心理的

ストレスが逆に物理的な形をとって，個人への影

響からひいては集団生活に悪影響を与えることに

なる。この，いわば人間疎外の措置による心理的

ひずみは人間相互の連帯感そう失，はてはエネル

ギーの一つの表現形態として暴力行為にまで行き

つく可能性がある。

たとえば，どのような施設計画であっても，表面

上は物理的な形での解決を目ざすのであるが，そ

の 結果 と し て の環 境 が
，

「 物 理的 機能 が人 間に 対

し 支 配的 な作 用 を 及 ぼ す こ と」 で 成 立 す る も ので

は な く， 「人 間 と施 設 と の 心理 的 ， 生 理的 な対 話

関 係 の発 生 が 可 能 で あ る こ と」 に よ って 成 立 す る

も のだ とい う， き わ めて 当 り前 の こ と が見 落 さ れ

て は い な か った だ ろ うか 。

す な わ ち ， 環 境 とい う場 に お け る設 定 条 件 とそ れ

に 対 す る人 間 の反 応 ＜ｒｅａｃtｉｏｎ＞ あ る いヽ は 応 答

＜ｒｅｓｐｏｎｓｅ＞ の 問 題 に つ い て 一 般 に 研 究 が 不 足 し

て い た よ うだ 。

次 に ， 都 市 構 造 に は 物 理 的 ， 心 理 的 に 弾 性 ＜elas

tic＞ の 部 分 ， 塑 性 ＜plastic ＞の部 分 ， そ し て 剛 性

＜ｓolid＞ の 部 分 な ど がそ れぞ れ存 在す る か ら， 都

市 社会 動 態 を 総合 的 に 考慮 す る とき ， ど こ を 塑 性

的 に 考 え る か， つ ま り変 形 さ せ得 る場 所 に す る

か， ど こを エ ネ ル ギ ー の 吸 収 帯 と し て 弾 性的 に 扱

うか が 計 画 さ れ ねば な ら な い で あ ろ う。 た と え

ば, 上 部 構 造＜superstructure  ＞ に つ い て い うと，

用 途 や 容 量 の変 更, 時 間 帯 ・ 曜 日 の使 い 分 け ，祭，

集 会 等 の 行 事 ， 等 々へ の対 処 の問 題 で あ る。

ま た， 下 部 構 造＜infrastructure ＞ に つ い て仮 に 筆

者 の 側 で 考 え れ ば ， 弾 性 部 分 は 人 間 を 含 め， 動 的

＜d ｙｎａｍｉｃ＞ な エ ネル ギ ー関 係 の機 構 が そ れ に 該

当 す る。 人 間 ま た は 他 の 動 物 に た とえ るな らば ，

弾 性 を 必要 と す る筋 肉 系 や 血 管 を 含 む 循 環 器 系 と

脳 ・神 経 系 が そ れ で あ り， 血 液 等 の 循 環 の 不 完 全

さあ るい は 系 統 の パ ン クに よ っ て さ まざ ま な障 害

が 全 身 に 及 び ， また 脳 ・神 経 系す な わ ち 情報 機能

の欠 陥 は 判 断 ・挙 動 ・体 調 等 の平 衡を 狂 わ せ る。

従 来 の都 市 ， 構 造 上 の機 能 で い え ぱ ， 下 部 構 造 と

し て 道 路 ， 鉄 道 ， 港 湾 な どが 位置 づ け られ て い る

が ， こ ん に ち で は 当 然 ， 都 市 設 備1＞とし て の上 下

水 道 配 管 ， 送 電 線 ， ガ ス 配 管 ， 都 市 暖 冷 房 配 管 等

の エ ネル ギ ー回 路 網 ＜ｎｅtｗｏｒk＞ や 各 種 の エ ネル

ギ ー プ ラ ン ト2＞も含 ま れ ね ば な ら な い 。

こ れ ら 都 市 構成 の 基 盤 と し て の エ ネル ギ ー機 構 に
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対し，多くの複雑な因子をもち，かつダイナミッ

クな都市活動に対応できるだけの弾性が要求され

るのは当然であるが，それらが計画上，工事遂行

上あるいは運用上硬直化し，また容量的にも柔軟

性を欠いたものであるならば，その地域・都市の

機能は損なわれることになる。この意味での下部

構造成立の可能性を都市成立の前提条件とするの

が正しい考え方であるのはいうまでもない。

３
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環境とエネルギー

‾崩 壊 は 種 々 の 面 で 環 境 悪化 を ひ き 起 こ す が ， エ ネ

ル ギ ー バ ラ ソ ス の 問 題 は 人 間 の 体 内 ， 体 外 の 身 近

な 環 境 で も, さ ら に よ り広 域 の 地 域 ・ 都 市 ・国 土

環 境 等 ， あ ら ゆ る 場 に お い て 考 え ら れ る。

自 然 界 に は ， 種 々の 原 因 に よ って 発 生 す る ポテ ソ

シ ャル の 差 を 減 ら そ う とす る平 衡 作 用 が あ る。 熱

的 平 衡 ， 電 気 的 平 衡 ， 力 学 的 平 衡 な どは そ の も っ

と も好 事 例 で あ るが ， そ のほ か に も こ の よ うな 現

象 は 数 多 く 見 ら れ よ う。 こ れ に 対 し ， 人 工 的 に こ

の 平 衡 を 作 り出 し た り， あ るい は 平 衡 に 逆 ら う現

象 を 作 り出 す の が ， 巧 妙 に 作 られ た 政 治 ・経 済 機

構 で あ り， 科 学 技 術 ＜tｅｃｈｎｏｌｏｇｙ＞ で あ ろ う。

広 義 の 環 境 に つ い て ， 全 ポ テ ン シ ャ ル容 量＜ 許 容

量＞ の よ うな も のが 考 え られ る とす れ ば ， そ の容

量 中 で は 人 工 的 ア ンバ ラ ン ス＜ あ るい は ひず み と

い って もよ い ＞ が あ って もこ れ を 調 整 し ， バ ラ ン

スを 回 復 す る能 力 を 持 つ が ， こ の よ うな 点 の 配慮

な し に 人 工 的 メ カ ニ ズ ムが ふえ つ づ け る と 遂に は

回 復 困 難 また は 回 復 不 能 の状 態 と な っ て し ま う。

これ が 公 害 ， 居 住 性 の劣 化 ， 生 態 系 の 活 力 衰 退 な

どで 代 表 さ れ る環 境 破 壊 で あ る と 考 え ら れ る。 そ

し て ， 以 上 の よ う な 意 味で ， 環 境破 壊 を 起 こ さ な

い 限 界 容 量が 広 義 の環 境容 量に 対 す る 一 つ の 見 方

で あ る。

こ の よ う な平 衡 機 構は ， 太 陽 ， 空 気， 水， 土 壌 ，

植 生 ， 微 生 物等 々 の 関 係 が 気 の 遠 く な る よ うな 長

い 時 の流 れ の 中で ， 自然 系 と し て成 立 し て き た ら

ので ， た と え人 間が 解 析的 に そ の 機 構 を 解 明 で き

た とし て 乱　 こ れを 人 為的 に作 り上 げ よ うと す る

こ と な どは 大 そ れ た夢 に 過 ぎ な い の で は な か ろ う・

か 。 巷 間に 氾 濫 す る環 境 の 創 造 と い う言 葉 な ど は

も っ と も らし い ひ び き があ っ て 錯 覚 を 起 こ さ せ や

す い が こ れは 必ず し も 自 然 環 境 と は 関 係 が な い 。

人 工 的 に 自 然環 境 ら し き も のを 作 る の は 芝 居 の 書

き割 りを こ し ら え る の と 同 じ で ， ま が い もの を 演

出 す る こ とで あ る。

一 環境エネルギー論

Enviro-energetics 

環境エネルギー論は環境をエネルギー変換 の場

＜fields＞としてとらえる思想であり，ここでは

物質系も広義のエネルギー系に包括される。この

考えは人間および人間と共存関係にあ る自然環

境，動・植物等いわゆる生態系にもすべて適用で

きる。

エネルギーは，技術論的には物理的な概念でのみ

とらえられているが，社会環境論としては人間の

存在，思考，行動等すべてエネ ルギ ー，すなわ

払 環境に対し何らかの影響を与える可能性く ポ

テンシャルpotential＞として扱うことができる。

そして，環境と生物系との間の相互のインパクト

がエネルギー伝達の形で認識される。このエネル

ギーを伝えるシステムとしての存在が一方では自

然界であり，他方では人間および人工メカニズム

である。後者の場合，人工メカニズムとしては社

会構成のための人為的空間およびあらゆる施設が

考えられる。

そのような意味で，ここでいっているエネルギー

は，古典的エネルギーの概念とは異なったもので

ある。

さて，我々の社会におけるエネルギーバランスの



セサリーとか呼べないような貧弱なものばかりで

ある。次に，ふたたび市民生活の面に戻って見る

と，商業政策的な生活意識操作などの外的影響に

よって不釣合にレベルアップした生活を支える条

件として，水，電気，ガス等が当然のこととして

大量に消費されてきている。一方，インプットサ

イドに偏向した物質流通機構の拡大がもたらした

大量の廃棄物のアウトプットなどによる環境の質

的低下，処理費用の増大，などの問題があり，そ

してこれを食い止める政策科学的マクロシステム

の未整備などが，目に見えないところで市民にと

ってマイナス側のポテンシャルを高めているとい

ったことにも着目しなければならないであろう。

こ の よ うに ， 我 々 が人 工 的 に 行 な っ てい る ま が い

も の の演 出で あ っ て も， そ れ が 必 要 とさ れ る 場 合

があ る とい うこ とを 認 め た上 で 話 を 進 め る こ とに

す れば ， 今 後 の環 境対 策 の 一 環 とし て 無 配 慮 ， 無

計 画 な人 工 メ カニ ズ ムの 導 入 に 応 じ た 方 策 が 考 え

ら れ るこ とに な ろ う。 特 に 都 市 の場 合
，

こ の傾 向

が 強 い か ら ， た とえ ば バ ラ ン ス の回 復 力 を 保 持 す

るこ とを 目 標 とし て 環 境 問 題 を 人 為 的 に 解 決 し

よ う と す る と， 自 然 の 代 償 機 能 ＜conpensative

ability＞ とし て ， らし さあ るい は 事実 上 の作 用能

力 に 関し て変 換 可 能 なあ る 種 の等 価 量を も つ も の

を 考 え 出 さ ね ば な ら な い で あ ろ う。 こ の 代 償 機

能 の 等 価 換 算 を 可 能 に す る の が エ ネル ギ ー 変 換

＜energy ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ＞ で あ る と考 え ら れ る。

そ し て ， 変 換 の 具 体 的 な 方 法 を 求 め る とす れ ば ，

そ れ は 自 然 科 学 と社 会 科 学 の境 界 領域 に 見 出 だ す

こ とが で き よ う。

す な わち ， こ れは 代 償 機能 が賦 与 さ れた 場 合 の環

境 レ ベ ルに 対 す る 自 然 科 学， 社 会 科 学， 両 域 か ら

の 相互 チ ェ ッ ク＜ ア セ ス メ ン ト ＞ に よ って 人 間 お

よ び エ コシ ス テ ムの 反 応 ま た は 応 答 を 把 握 す るこ

と， そ し て そ の デ ータ の 解 析 に よ る代 償 機 能 の質

的 ， 量 的 模 索 を す るこ とで あ る。

こ の場 合 ， 試 行 錯 誤 は 重 要 な 条 件 で あ るが ， 一

方 ， 極 力 早 い 収 束 が 要 求 さ れ る のは 当 然で あ る。

話 は 変 る が， 何 ご と も人 工 的 な も の の多 い ア メ リ

カ合 衆 国 の南 西 部に 見 ら れ る人 工的 な 超 遠 隔 地 給

水， 巨 大 な 人 工 湖 等 は 日 本 人 的 感 覚 か ら す れ ば 人

為的 な も の の 概 念 を 超 越 し た 雄 大 な も の で あ り，

とて も 日 本 で 真 似 の で き るし ろ も ので は な い が ，

そ れ に し て も 日本 の現 実 は みじ め とい う ほ か な

い。

た とえ ば ， 住 宅 団 地 の 中に 設 け ら れた 猫 の額 ほ ど

の遊 び 場 ， ぱ らぱ ら の街 路樹 ， お も ち ゃ の よ うな

プ ール， 商 店 街 な ど の小 さ な人 工 滝， 最 近 よ く 見

かけ る芝 とつ つ じ 程 度 の グ リ ー ンベ ル ト等 ， ア ク

都市環境と都市エネルギー計画

環境におけるエネルギーを，単に物理的な側面だ

けでとらえようとしても，真の環境問題への解決

にはなり得ないことを前章までに述べた。これは

問題を物理的な形に直結思考しないようにするた

めの用心であって，今考えている都市エネルギー

問題の背景には複雑な社会動態かおることを再認

識した上で話を続けたい。

都市エネルギー計画り基本的な考え方，あるいは

都市設備の問題等についてはすでに拙著に述べら

れているから，ここでは今後の課題として考えね

ばならない具体的な問題につき，気づいたことを

若干述べておきたい。

＜１＞環境容量と汚染排出量

この問題には純粋なエネルギーとしての放散，す

なわち，熱放散のような形式のものと。環境中に

拡散し，物理的・化学的不純物として空気，水，

土壌等を短時間あるいは長時間にわたって汚染す

ることで直接的に生態系へ害を与えるものとがあ

る。後者に対しては汚染の長時間残留，蓄積が起

４
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らない限界を含めねばなるまい。これは現在，各

地で行なわれつつある総量規制の考え方と軌を一

にするが，たとえば，大気の場合など，気象条件

とのからみ合いもあり，かなり面倒にはなる。そ

れは，都市上空の大気＜都市大気3＞＞の状況，た

とえば都市気積4＞の大小によって都市空間の容量

が変動するからである。

容れ物としての都市空間の大きさをどの程度に押

えたらよいかということは非常にむつかしい問題

であろうが，確率論的手法を併用してでも割り出

さなくてはなるまい。

都市気積には日間変動も季間変動もあり，種々複

雑な様態が予想されるが，大気層の安定度と密接

な関係があると考えられるから，都市・地域によ

る特性は把握が可能であろう。現に地理的条件か

ら大気汚染の起りやすい土地がある。

水の汚染に関しては河川，湖沼，海の場合，大気

よりとらえやすいであろうがド 地中への浸透度，

土壌への残留・蓄積等，やっかいな問題もある。

＜２＞環境システムおよび必要エネルギー

空気，水等のそれぞれの場合に対応して汚染質の

排出量を制御できる環境システムを計画する。こ

れまで行なわれてきた最もポピュラーな例はビル

暖房設備などにおける排煙および燃料規制である

が，まだ個別の発生源対策の段階であろ う。

一方，産業系，生活系の各廃棄物の処理システム

の計画上の問題があるが，産業系については重点

的に規制されているので，ここでは省略する。

また，自動車も一般道路だけでなく，トンネル，

駐車場等での排気処理が問題となる。

以上のようなエネルギー収支と環境変化との関連

をダイナミックに把握できるシステム作りを急ぐ

必要がある。

汚染質の放散だけでなく，都市全体としてのエネ

ルギー供給の面からも検討がなされねばならない

が，エネルギー使用量が少いほどよいのはいうま

でもない。

インプットの増大はそれだけ汚染の増大を招くか

らである。

しかし，現在すでに，水，電力等の使用には好む

と好まざるとにかかわらずブレーキがかかりはじ

めた。

さらに，各事業所その他において現在使用されて

いるエネルギー量，あるいは今後の使用計画量が

妥当であるかどうかを点検する。これは主として

省エネルギー的配慮を含めた経済性と，施設等に

おける事業運営・居住環境レベル面の双方からチ

ェックされる。

つまり，無駄なエネルギーを使っていないか，ま

た無駄になるようなシステムではないか，あるい

は環境レベルが適切か，といったことである。

＜３＞廃棄物処理側の検討

生活系については社会心理と廃棄物＜家庭ごみな

ど＞の挙動に注意する。

市民教育によって改善できる限界がどこまでか，

一方都市当局側として保証し得る限界はどうか，

などを検討する。

処理設備＜都市設備としての清掃工場，終末処理

場など＞の機能および経済性をチェックする。ラ

イフサイクルその他を含めた建設計画上の問題点

にしてはスケールメリット，構造物の工法等を検

討する。

＜４＞市民生活におけるエネルギー消費行為と廃

棄物の排出行為に対する見直し

これは市民側を対象とするチェックである。日常

のエネルギー消費量が妥当なものであるかどうか

を調査し，水，電気，ガス，熱等の需要のミニマ

ム・レベルを，年間にわたって，また各消費場所

の事情を考慮しながら検討する。

廃棄物については，その排出のされ方，排出量に

つき改善すべき点はないかを研究する。たとえば

清掃事業等において現在もっとも困っているごみ
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質の変動問題などは厨芥類の水切りを励行すると

い うわずかな心がけが処理＜プラント＞側にとっ

て大きな助けとなる。

＜５＞供給・処理のエネルギー回路計画

都市・地域規模との相互チェックにより，供給・

処理の回路網，プラント立地等がきめられるのが

正しいやり方であるが，既成の都市ではもう間に

合わないことも多い。しかし，多少無理をしてで

も回路網の整備をしておかないと，不慮の事故，

地震等の天災時の手当， 将来の容量増加 な ど へ

の対応はもちろん，平常のメンテナンスにも支障

をきたすようになる。

一般に幹線部に対しては共同溝を設置する計画が

多くなってきたが，これは市街地での後工事にな

ると非常な不経済を招く。地下鉄・高速道路工事

などとの抱き合わせが絶好の手段であり，またチ

ャンスでもある。

一般に，都市が古くなるほど地下埋設物が多種多

様化しているから，当初から相当先を見越した計

画が必要であり，エネルギー幹線を軸にして，こ

れに串ざし方式5＞で施設計画をし，構築物の地階

などに互に他の施設のトレンチとつながる一貫し

たトレンチの設置を建設時に義務づけておけば，

最も効果的にこの問題を解決できる。

エネルギー回路で一番問題なのは配管関係であろ

う。配管は給水管やガス管等の供給系の始端，排

水管のような処理系の末端でそれぞれ断面が最大

となるから，それらに近い箇所では，負荷量が多

い場合，相当なスペースが必要となる。これに加

えて，都市暖冷房のような配管が加われば益々大

きな地下スペースを必要とする。

エネルギー輸送において，熱，ガス，燃料油等の

場合は流量や管の内圧の関係で大幅に管径を縮小

することはむつかしいが，この点電気の場合は電

圧の昇降によってエネルギー流量，断面のコント

ロールがはるかにやりやすい利点もある。

＜６＞プラント計画

プラント計画はエネルギー回路網計画と直接関係

ある重要な間題であるが，これまでその立地につ

いては，ほとんどの都市の場合，非常に不利なき

められ方をしていた。

都市設備に包含されるあらゆるプラントはエネル

ギーの発生，変換，ポテンシャルアップ，中継，

廃棄物処理のような仕事を行なう場所であり，い

ろいろな意味で大量の物やエネルギーが 集 中 す

る。したがって，時には公害源となるおそれもあ

る。そこで，大気汚染の問題としては汚染質の排

出規制はもちろん，気象要因との関係を，また水

質汚濁の問題に対しては同様に排出規制のほか，

下流水系との関連等に十分注意しなければならな

い。このほか騒音問題もあり，近年は構築物，特

に煙突などによる電波障害がしばしばトラブル,の

因となる。

従って，これらの諸問題につき，建設前後の環境

調査を行ない，公正な評価ができるようにしなけ

ればならない。

５
結び

以上，都市問題の一端を環境エネルギー論的に考

察したが，本稿では既発表の事項は極力避け，か

つ，基本的な問題に絞って述べた。

都市エネルギー計画の要因はきわめて複雑ではあ

るが，それを環境計画の一環としてシステム化し

なければ先に述べた意味でのエネルギーバランス

のチェックができないため，これが広義での環境

破壊につながるおそれがある。そこで環境問題を

追うためのベーシックな考え方を記した。

今や，我々のような環境問題の研究者にとって最

大の敵は思考の収縮や硬直化であると同時に，偏

狭なセクショナリズムであると考えている。ます
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ます多様，多岐な展開を続ける環境問題への挑戦

には他の領域への理解と相互協力，また科学技術

者としての技術哲学＜techno-philosophy 6＞＞の確

立が必要であることを痛感している。

今回は，取り上げなければならない問題も多数落

しており，また論旨のつかみにくい点もあるかと

思われるが，御寛容いただければ幸である。

＜関東学院大学教授・都市環境工学会会長＞

＜ 注＞

１＞，２＞　 拙著 ：「 都市とエネル ギー，現代都市政策

Ⅷ・都市 の装置，昭和48年，岩波書 店」， ほかの論文。

３＞ 関 口武 博士に よる。

４＞， ５＞ ，６＞　筆 者に よる。
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